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１ ． の り （ で ん ぷ ん の り ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のり下紙
したがみ

として、ふるいしんぶんしやチラシなどの紙
かみ

を、 

なんまいか用意
よ う い

しておきまょう。 

 

 

 

つつつけけけるるる    
の り ・ 化 学

か が く

接 着 剤

せっちゃくざい

・ 粘 着

ねんちゃく

テ ー プ    

 

でんぷんのりは、はじめは「お米
こ め

のでんぷん」を使
つ か

ってい

ました。  

やがて、「小 麦
こ む ぎ

・ じゃがいものでんぷん」も使
つ か

われるように

なってきました。くさりにくくする薬
くすり

や「かおり」がくわえられ

ています。でんぷんのりはかわくまでに時間
じ か ん

がかかります。  

くらしのなかで、 

せっちゃくざいが 

いろいろなところに 

つかわれているよ。 

ぬれぞうきん 

のりした
紙 

のり 
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①ひつようなぶんだけ、紙
かみ

の上に出しておきましょう。 

②のり下紙
がみ

の上でのりづけをしましょう。  

③のりをひつようなぶん、中ゆびにつけましょう。  

④のり下紙まではみだすぐらいに、  

かみにうすくのばしましょう。  

⑤おやゆび・人さしゆびをつかって、 

紙
かみ

のはしをもちましょう。 

⑥はったあとは、中心
ちゅうしん

からまわりへと 

手
て

のひらや指
ゆび

のはらを使
つか

って、空気
く う き

をぬくようにはっていきましょう。 

・はったあとにきれいな紙をのせて、その上から  

こすってもよいでしょう。  

・大きな紙をはるときは、のりを水でうすめてハケなどでぬりましょう。 

☆ぬれぞうきん（ふるくなったおしぼりタオルなど）をかたくしぼって、

つくえの上に用意
よ う い

しておきましょう。 

⑦のりがかわいて、はったものがつくまで、洗濯
せんたく

ばさみなどでとめておき

ましょう。 

 

 

 

 

 

じょうぎで 
おさえる 

わゴムで 
おさえる 

クリップで 
おさえる 

せんたくばさみ
で 
おさえる 
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※ そ の ほ か の の り （ 合 成
ご う せ い

の り ）  

 合成のりは石油
せ き ゆ

を原料
げんりょう

にしたものでつくられます。液体
えきたい

のりや洗濯
せんたく

のり、

スティックのりなどがあります。  

 

２ ．化 学
か が く

せ っ ち ゃ く ざ い（ 木 工 用
も っ こ う よ う

接 着 材
せ っ ち ゃ く ざ い

な ど ） 

 

 

 

☆せっちゃくざいは、少し
す こ し

の 量
りょう

をつけて、生
なま

乾き
が わ き

の時
とき

につけます。 

 

①木工用接着剤 

・ゆびでのばしてつけることもできます。  

・小
ちい

さな部分
ぶ ぶ ん

などにつけるときは、つまようじや細い
ほ そ い

へらなどで、少し
す こ し

の 量
りょう

をとってつけます。つかう 量
りょう

をかんがえてつかいましょう。 

☆服
ふく

などにつかないようにちゅういします。  

☆ 机
つくえ

の上
うえ

はいつも整理
せ い り

してせっちゃくざいが 

あちらこちらにつかないようにします。  

☆容器
よ う き

の出口は、いつもきれいにして、キャップをしっかりしめておき

ます。 

②チューブ入りのせっちゃくざいのつけかた  

チューブのうしろをおし出しながらつけます。  

紙
かみ

以外
い が い

の木
き

、皮
かわ

、ゴム
ご む

、プラスチック
ぷ ら す ち っ く

、金 属
きんぞく

などにつかうせっちゃくざい

です。つけるものに合
あ

わせて、接着剤
せっちゃくざい

を選
え ら

んで使
つ か

いましょう。  
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（せん・てん・めん）と、つけるものの形にあわせてつけていきます。 

 

 

 

☆キャップをはずすときは、チューブをかるく  

もって、キャップを上にむけてはずしましょう。 

☆水性
すいせい

をのぞいて、手
て

やゆびにはつけません。 

 

３ ． 粘 着
ね ん ち ゃ く

テ ー プ  

（ セ ロ ハ ン テ ー プ 、ビ ニ ー ル テ ー プ 、紙 ガ ム テ ー プ 、

な ど ）  

  

 

 

 

①セロハンテープ 

・ゆびさきをきれいにしてからつかいましょう。  

・できるだけみえないところにはりましょう。  

・えのぐをつかうときにはつかいません。  

・つけるものの水分
すいぶん

やほこりをとってからつかいましょう。太陽
たいよう

の 光
ひかり

に

あたったり、長い
な が い

時間
じ か ん

はったままにしておくと、いたんではがれます。 

紙
かみ

と紙
かみ

のはり合わせ
あ

につかいます。紙 だけで

なく、ビニール、プラスチックなど、さまざまな

ものをつけたり、とめたりすることもできます。  

むだにしない

で ただしく 

つかおうね！ 



5 

 

 

 

 

 

 

・はり合わせに使うときは、テープの上からよくこすり、  

しっかりつけましょう。 

 

 ☆いろいろなつかいかた 

 

ひつようなながさ

にきりましょう。 
 

しっかりおさえま

しょう。 
 

あいだをそろえて

はりましょう。 
 

おなじくらいのな

がさにきりましょ

う。 
 

せっちゃくざいがかわくま

で、はってとめておく。 

 

ストローにはりつけるときはすきまなくぴっ

たりとはるために、片側を、ストローの下でぴ

ったりあわせてはります。 

長くつかうときは、はりながら進むと

よいです。 

ぬけないようにまいて

はる。 

 

さきわれピンや、たまむす

びがぬけないようにはっ

てとめる。 

ストロー 

セロハンテープ 
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②ビニールテープ、紙ガムテープのつかいかた  

〈しばる・まきつける〉 

ぼうのような材料
ざいりょう

をしばるときには、ビニールテープをのばしながらま

きつけていくと、しっかりとまります。  

ペットボトルやビンなどにまきつけてもしっかりつきます。  

 

 

 

 

 

〈大きなものをつける〉 

ダンボールなどおおきなものをつけるには、ガムテープをつかいます。  

ガムテープを重
かさ

ねてはることはできませんが、紙にはしっかりつきます。

布
ぬの

ガムテープは重
かさ

ねてはることができて、木などにはってものは、  

そのままはがすことができます。 

 

 

 

 

 

はこをつなげる 

紙づつをつなげる 木のえだをつなげる びんをつなげる 
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１ ． く ぎ  

鉄
てつ

でできたくぎをおもにつかいます。  

板
いた

のあつさの２倍くらいの長さのものを  

つかいましょう。 

 

２ ． か な づ ち の つ か い か た ・ く ぎ の う ち か た  

 

 

 

 

 

 

 

つつつけけけるるる    
くくく ぎぎぎ ととと かかか ななな づづづ ちちち  

（両 口
りょうくち

げんのう）  

くぎをうちこむ面 （平 らな面 ）とうちしめる面 （ふくらんでいる面 ）が

あります。  

（かなづち）  

くぎをうちこむ面 （平 らな面 ）と片 方のさきが細 くなっていたり，  

くぎをぬくためのくぎぬきがついているものもあります。  

柄
え

 

頭
あたま
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 ☆持
も

ち運
はこ

ぶときは 頭
あたま

の部分
ぶ ぶ ん

のすぐ下をもちましょう。 

☆かなづちの 頭
あたま

の部分
ぶ ぶ ん

にぐらつきがないか確
たし

かめましょう。 

 

①うつ場所
ば し ょ

をきめましょう。 

木材
もくざい

のはしに近
ちか

すぎるところに釘
くぎ

を打
う

つと、木材が割
わ

れてしまいます。 

かたい板
いた

やあつい板、われやすい板に  

打つ場合
ば あ い

は、きりであらかじめ穴
あな

をあけておきま

しょう。 

 

②くぎのうちはじめは、くぎをゆびでつまむようにしてもちます。  

 げんのうのたいらな面で、かるくトントン  と 

打っていきます。 

 このとき、かなづちの柄
え

の中ほどを 

にぎるようにしましょう。  

・くぎを持
も

ちづらいときは、ラジオペンチやわりばしをつかいましょう。 

 

 

 

 

 

 

はじの方に打つと板がわれま

す。 
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③くぎを持つ指
ゆび

をはなしてもくぎが立っている状態
じょうたい

になったら、指をはなして最後
さ い ご

までうちこみましょう。 

ひじを中心に円をかくようにくぎにまっすぐ頭
あたま

をあてましょう。 

あまり力をいれず、くぎがまがらないように見ながら、 

かなづちの重
おも

さを利用
り よ う

して打
う

ち込
こ

みましょう。 

 

④打ち終わりは、げんのうのふくらんでいる面
めん

で、 

板
いた

をきずつけないようにして打ち、くぎの頭を少しめりこま 

せましょう。 


